
自転車を活用した

地域魅力発信

「ＳＡＫＡＩ散走」

堺自転車のまちづくり・市民の会

～自転車でまちづくり～

自転車利用環境向上会議in堺

代表 中村博司



2はじめに

⽴命館⼤学（体育会⾃転⾞競技部）時代に
⽇本ロードチャンピオン、海外遠征も経験。

シマノに就職し４０年間勤務。
⾃転⾞博物館で事務局⻑・学芸員
⾃転⾞の素晴らしさを発信するが、
利⽤環境の整備が必要と考える。

定年退職後は
⾃転⾞を活⽤するまちづくりを⽬指し、
堺 ⾃転⾞のまちづくり・市⺠の会代表。

またNPO法⼈堺観光ボランティア協会に⼊
り、
⾃転⾞観光ツアーを⽴ち上げ、活動中。

年間7000㎞を⾃転⾞で続ける
⾃転⾞⼀筋の⼈⽣です。

代表 中村博司

堺自転車のまちづくり・市民の会



3堺 自転車のまちづくり・市民の会

ＳＡＫＡＩ散走を通して
ＳＡＫＡＩの魅力を世界に発信

(未来への展望）

１３年目を迎える
堺 自転車のまちづくり・市民の会の活動紹介

自転車を活用した地域魅力発信
「ＳＡＫＡＩ散走」



4２０年前の自転車を活用するまちづくりの提案

平成11年８月 (財）シマノ・サイクル開発センターから、自転車のまちづくりを提案

シマノから堺市への2億円の寄付を受け、
堺自転車共生まちづくり企画運営委員会で理念を決め、
自転車のまちづくりが始まった

平成13年４月

平成17年３月 自転車力を活かすためのまちづくり実験（社会実験）実施に当たり、
広報さかいで「市民協力員」を募集し、社会実験後に
『堺 自転車のまちづくり・市民の会』が結成された
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走行空間・駐輪施設・
コミュニティサイクル等の整備

（市民への啓発活動など）での
行政との協働、堺市民として
生活者の立場から、行政への提言など

行政が担当：ハード面
市民が担当：ソフト面

自転車利用環境＝

堺 自転車のまちづくり・市民の会のもつ役割

自転車のまち 堺のまちづくり
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これからも「 環境 」 「 健康 」 「 ふれあい 」…  など、
自転車の持つ 「 自転車力 」をまちづくりに活かすための活動を

続けたいと考えています

「さかい自転車デー」などで、
自転車ルール・マナークイズ
を通し啓発・マナーアップ活動

会員で堺を走り、
「堺市自転車地図」を作成

自転車のまちにふさわしい、
自転車マナー日本一のまち

にしたい！

古墳、環壕、歴史・文化ある
堺のまちをもっと自転車で

巡りやすくしたい！

市民の会の４つの活動

魅力
紹介

安全
啓発
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「堺 自転車の楽校」の開校
（月１回ペースで開催）

散歩するように自転車で
堺を再発見する新たな取組

自転車に楽しく安全に
乗っていただくための

学びの場自転車の魅力を発信

もののはじまりなんでも堺がもつ
「歴史や文化」や「食」などの

魅力体験に自転車を活用

市民の会の４つの活動

散走学校
さんそう

これからも「 環境 」 「 健康 」 「 ふれあい 」…  など、
自転車の持つ 「 自転車力 」をまちづくりに活かすための活動を

続けたいと考えています
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民

市民の会と他団体との連携実績

啓発活動

百舌鳥古墳群の

魅力を高める協働

8

NPO法人
堺観光ボランティア協会

国土交通省
大和川河川事務所

大和川サイクルライン構想

建設局
自転車まちづくり部

官

他自治体 活動のＰＲ・啓蒙

堺 自転車の
まちづくり
・市民の会協働の構築

堺市

実績）兵庫県・愛媛県など

関西大学

ボーイスカウト

中学校・高校

自転車店

シマノ

OVE
(LIFE CREATION SPACE OVE)

商業施設

博物館自転車



9堺のポテンシャル：堺の歴史、百舌鳥古墳群

観光パンフレット：百舌鳥古墳群めぐりマップ

堺の観光資源は豊富でポテンシャルは高いが、点在している

堺のポテンシャル：観光資源



10SAKAI散走 フォーラムと体験会の開催

S A K A I 散走フォーラム＆散走体験会
平 成 2 8 年 平 成 2 9 年



112017年｜大和川水辺ぐる輪（りん）散走

● 主 催 ： 堺 自転車のまちづくり・市民の会 （協力： 大和川河川事務所）

● 日 時 ： 平成２９年１０月１日 １０：００～１５：００

● 参加者 : 約５０名

大和川公園

〇今後展開を予定している「大和川サイクルライン
構想」を見越し、大和川及び周辺地域の魅力を発信



122018年｜百舌鳥古墳群巡り散走

● 主 催 ： 堺 自転車のまちづくり・市民の会

● 日 時 ： 平成３０年６月１７日 １０：００～１５：００

● 参加者 ： 約４０名

〇世界文化遺産登録をめざす百舌鳥・古市古墳群を
PR・発信する散走
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自転車店の自主企画の散走

ＳＡＫＡＩ散走の輪の広がり １

◆平成２８年１０月２９日に開催したSAKAI
散走フォーラム参加者から発信の散走

広がる散走の輪

堺市中心市街地活性化協議会

◆留学生対象に
散走体験会を実施

茶の湯体験
和菓子づくり体験
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14

散走の生み出した効果散走の生み出した効果

①まちの活性化、賑わいづくりに
つながる
⇒市の魅力アップ
⇒経済効果

②人と人のつながりを生む
⇒コミュニティの醸成

③自転車の安全利用につながる
⇒「車道通行（左側）」や

「ヘルメット着用」の徹底

④自転車施策の課題発見につながる
⇒通行・駐輪環境意識の向上

想像以上に「SAKAI散走」に広がりが生まれた


